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研究成果の概要 

 

外傷性硬膜化血腫の近赤外線モニタリング診断を想定し、大規模な輻射輸送シミュレーション、機械学

習の研究を行った。外傷性の脳出血は、外傷を負った直後には自覚症状がなく脳内出血が明らかに見ら

れない場合でも、数時間から 1日かけて出血が広がる事が多くある。したがって、簡便なモニタリング

による経過観察が望まれている。当該年度では、輻射輸送シミュレーションにより、血腫の大きさ、位

置と近赤外線シグナルの関係を調べた。結果として、脳に大きなダメージが残る血腫サイズよりも小さ

い１センチメートル程度でも優位に近赤外線シグナルが変化する事がわかった。したがって、初めて外

傷性硬膜化血腫の診断に対して近赤外線パルスの有効性を示した。同時に、近赤外線シグナルの形状を

用いた機械学習の研究を行った。輻射輸送数値シミュレーションは計算量が膨大なため、計算出来るパ

ラメータの数は限られている。そこで、異常部位が１つ、かつサイズも１パラメータだけ考えた計算結

果を教師データに用いても、データの整形、処理方法を工夫する事で複数の異常部位、異なるサイズも

高精度に判定出来る事がわかった。また、これらの計算技術を用いて、宇宙物理における銀河形成の研

究についても進めた。現在、James Webb 宇宙望遠鏡によって、遥か遠方の銀河が観測可能となった。

代表者は、大規模なシミュレーションによる銀河モデルと最新の銀河観測データを使った比較研究を

行った。結果として、原始銀河団領域と呼ばれる宇宙の密度超過領域で形成される銀河が観測されたデ

ータを見事に再現出来る事がわかった。それらの銀河内は金属分布が非一様で、異なる星種族が一つの

銀河内で共存する事を示した。 
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